
























要な役割を持つ。本研究では、RNA 結合タンパク質 hnRNPK がストレス存在下において Stress 
Granule に局在し、ATP レベルの維持に関与することを見いだした。さらに、機能未知の RNA
結合タンパク質 RBM42 が、ストレス時の ATP レベルの調節に関与することを明らかにした。ま
た、hnRNPK と RBM42 が mRNA 制御を介して細胞増殖において必須の役割を果たすことを明らか
にした。 
 
研究成果の概要（英文）：RNA-binding proteins coordinate protein expression through 
post-transcriptional regulations. We demonstrated that hnRNPK localizes in Stress 
Granules and has a role for the regulation of ATP level during stress condition through 
RNA regulation. Furthermore, we revealed that RBM42, an hnRNPK binding protein, functions 
in the regulation of ATP synthesis. We also obtained evidences that hnRNPK and RBM42 
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され、mRNA は Stress Granule とよばれる構
造に集まる。Stress Granule にはさまざま
な RNA 結合タンパク質が局在しており、翻訳
が中断された mRNA は、RNA 結合タンパク質に
より分解から護られていることが示唆され
ている。 




いて Stress Granule に局在すること、また、
hnRNPK と結合する因子として同定した機能
未知の RNA 結合タンパク質 RBM42 もストレス
存在下において Stress Granule に局在する
ことを見いだしたが、ストレス応答における
hnRNPK や RBM42 の役割は不明であった。 



























































hnRNPK の RNA 結合ドメインである KHドメ





hnRNPK は Stress Granule に局在することか






我々は、hnRNPK と RNA を介して結合する因
子として RBM42 を同定し、hnRNPK と同様に














































RNA 結合ドメインである RRM は、細胞増殖に



















な因子の mRNA に結合して mRNA 安定化や翻訳
制御に関与するのかもしれない（図４）。 
本研究の解析から、機能未知であった
RBM42 が ATP レベルの調節と細胞増殖に関与
するという新たな知見が得られた。今後、















図４.hnRNPK と RBM42 の作用モデル 
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